
学習指導案 ９／９

（1) 指導目標

音楽の仕組みを生かし，音を音楽に構成することができるようにする。

（2) 展開

過程 学習活動 教師の指導（○）・支援（●）・発問（★） 評価規準と評価方法

１ 学習内容を知る。 ○前時につくった児童の音楽を紹介し，タイ

導 （1) 前時を振り返る。 トル当てクイズをして楽しく学習を始めら

れるようにする。

入 （2) 本時のめあてをつか ○本時は，７～８時目の学習を生かして一人

む。 ずつオリジナルの音楽をつくることを伝え，

意欲付けをする。

／

２ 音楽づくりをする。 ○どのような手順でどのように活動するかを

（1) 音楽づくりに見通し 考えさせ，自分で音楽づくりができるよう

をもつ。 にする。

★今日は，前時までの学習を生かし，自分で

オリジナルの音楽をつくります。あなたは，

展 どのような手順で，どのようにつくってい

きますか。

○記譜にも取り組むことを伝え，見通しをも

って取り組むことができるようにする。

○前時までの活動の流れは板書しておき，参

考にできるようにする。

開

○自分は、どのような手順で音楽づくりをす

るのかを確認させ，見通しをもつことがで

きるようにする。

○活動の流れや時間の目安を確認し，主体的

に活動ができるようにする。

○活動の順番を変えたり，前の活動に戻った

りしてもよいことを伝える。

（2) 音楽づくりをする。 ○友達と感想や助言を伝え合いながら活動が

できるように適宜助言する。反復や変化も

互いに確認するように伝える。

和音に含まれる音を使ってのオリジナルの音楽をつくろう。

音楽の仕組みを生

かし，音を音楽に

構成している。

【技③ ワークシ

ート・演奏聴取】

【活動の流れ】（35分間）

① 伴奏を選ぶ。

② つくりたい音楽のイメージを考える。

③ 音をつなぎ，二分音符で旋律をつくる。

③ 旋律のリズムを工夫する。

④ 伴奏に合わせて演奏しながら，更に工夫する。

⑤ 音楽にタイトルを付け，工夫したことを書く。

⑥ 楽譜を書く。
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○前時までのワークシートは掲示しておき，

友達の工夫を自分の音楽づくりに活用でき

るようにする。

○伴奏に合わせて演奏する場所を示しておき，

必要に応じて移動しながら活動ができるよ

うにする。

●リコーダーで演奏するのが困難な児童には，

指導者が演奏して聴かせ，イメージをつか

展 ませるようにする。

★つくった音楽にタイトルを付け，工夫した

ことを書きましょう。

○記譜にも挑戦させ，視覚的に，伴奏と旋律

の関係を１つのまとまりとして捉えること

ができるようにする。

●記譜するのが困難な児童に対しては，個別

開 で音階を確認しながら記譜させたり，手本

を示したりする。

３ 全体で交流する。 ○つくった音楽を互いに紹介させ，オリジナ

ルの音楽をつくることができたことを称賛

し，音楽づくりに自信をもたせるようにす

る。

／

４ 学習を振り返る。 ○題材を振り返らせ，和声の響き，音楽の縦

ま と横の関係に着目して，音楽を鑑賞したり，

と 表現したりしていこうとする意欲を高めさ

め せる。

★学習を振り返り，あなたは，どんなことを

これからの学習に生かしたいと思いました

か。

○次時の題材を知らせる。

〈評価規準と評価方法〉

音楽の仕組みを生かし，音を音楽に構成している。【技③ ワークシート・演奏聴取】

十分満足（A）と判定する目安 おおむね満足（B）と判定する目安 ●リコーダーで演奏するのが困

反復，変化，音楽の縦と横の 反復，変化，音楽の縦と横の 難な児童には，指導者が演奏

関係使って，和声の響きに合 関係使って和声の響きに合っ して聴かせ，イメージをつか

った旋律をつくり，ワークシ た旋律をつくり，タイトルと ませるようにする。

ートの「工夫したこと」で， 表現の工夫が合っている。

タイトルと表現の工夫を２つ

以上の音楽を形づくっている

要素と関連付けたり，具体的

に詳しく説明したりしている。

伴奏①

練習室

伴奏②

音楽準備室
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